
市では、平成21年度から公共施設の老朽化問
題が喫緊の課題ととらえ、公共施設のあり方検
討に取り組んできました。昨年11月からは新庁
舎の建設工事や小学校区ごとの市民説明会も始
まり、高浜市を次世代へつなぐための具体的な
一歩を踏み出しています。
市民の皆さんと現状・課題を共有し、ともに
知恵と工夫を出し合って、この問題に向き合っ
ていくため、今回は、高取小学校区の公共施設
のあり方について、現在の検討の方向性などを
紹介します。

■高取小学校区における公共施設マネジメント
現在の検討の方向性
①高取小学校の建替えにあわせた、他施設の機能の複合化
小学校は耐用年数の長寿命化（大規模改修：35年、建替え：70年）の観点に立ち、維持をしていきます。
建替えにあわせて集会施設などの機能を移転し、施設を複合化することにより、高齢者・親世代・こども・地
域住民が集い、交流が生まれる新たな地域活動拠点の形成をめざします。

②高取幼稚園・高取保育園の統合、こども園化（施設の建替え）
多様で柔軟な保育サービス提供の一環として、現在の高取保育園の駐車場敷地を、新たなこども園の建設場所
として計画し、整備を進めます。

■高浜市がめざす公共施設の姿

【高取小学校の複合化イメージ】

◆公共施設のあり方検討に関する詳しい内容は、市公式ホームページのトップバナー「公共施設マネジメント」をクリック！

「高取小学校区の公共施設のあり方」

公共施設の
あり方を考える
─ 高浜市を次世代へ

つなぐために ─

問合せ先　□市行政グループ　☎52－1111（内線351）

連載
第4回
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現行ある施設以外に、新しい公共施設はつくらない！

学校を地域コミュニティの拠点として位置付け、他の施設との複合化を
視野に入れた施設の改修・建替えを実施し、将来にわたり持続させる。

■複合化のスケジュール（案）

③高取農業センターの機能を移転し、跡地活用を検討
施設の老朽化に加え、新たなこども園整備に伴う駐車場の確保や、保育室として利用していた１階部分の利用
がなくなることなどから、早期に施設の機能移転を検討します。　
２階の集会機能の代替場所については、他施設での活動可能性を検討します。

［複合化の検討対象となる施設］
高取公民館、全世代楽習館、児童クラブ、みどり学園、
悠遊たかとり、老人憩の家（北部・南部）

※今後、どの施設の機能がどの時期に移転するかを、皆さんと協議し
ていきます。

高取小学校敷地

高取小学校
子育て支援機能

集会機能

機能の複合化＋ＰＬＵＳ！

農業センター

高取幼稚園

高取保育園

（小学校複合化検討対象施設）

高取小学校

施設名 時期

～H30 機能移転・跡地の検討

H31～H32 大規模改修　　　　　　　　　　　H46～H47 建替え

　　　H43～H47 複合化・跡地の検討

H28～H29
こども園化（建替え）
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「まちづくりトーク＆トーク」では、市役所職員が、市民の皆さんの生活や活動の現場へ出向き、高浜市
のまちづくりについて「こんなことが知りたい・聞きたい」といったテーマに基づいて、市の取組状況や課
題などに関する説明やまちづくりに関する素朴な疑問などの意見交換を行っています。
今回は、赤松住宅自治会の皆さんと「マイナンバー制度」をテーマに実施。新たな国の制度として、自分
たちの身ぢかな問題である「通知カードや個人番号カード」についての理解を深めようと多くの質問が出さ
れ、市民窓口グループの職員と活発な意見交換を行いました。

・あります。期限が近づいてきたら、更新していた
だきます。

・有効期限は、成人の方の場合は10年、未成年の
方の場合は５年となっています。

・更新を行うたびに写真を取り直していただくこと
になっていますが、成長が著しい未成年者の方は、
有効期限が短くなっています。

高浜市のココが知りたい・聞きたい！

「まちづくりトーク＆トーク」実施団体・グループを募集しています

テーマ「マイナンバー制度について」　（実施団体：赤松住宅自治会）
日時／12月５日　午前９時～10時15分　　会場／赤松住宅集会所

個人番号カードに有効期限はあるの？Q

・変わりません。
住所変更または名前の変更がある場合には、カー
ドへ変更事項を行政の方で補記させていただくこ
とになります。

・カードを更新するのは、有効期限が過ぎた場合な
どです。

住所変更があった場合、個人番号カードは
変わるの？Q

▲個人番号カードについて職員による説明

◀資料を見ながら
説明を聞く参加
者の皆さん

「まちづくりトーク＆トーク」報告

「まちづくりトーク＆トーク」は、市内で活動している10人以上の団体・グループであれば申込可能です。
日ごろ、市民の皆さんが生活や活動をしているなかで感じているまちづくりの素朴な疑問、「もっとこんなふ
うにしてみたらどう？」といったアイデアなど、いっしょに対話のキャッチボールをしませんか？

申込方法　申込書に必要事項を記入のうえ、総合政策グループへ提出してください。
※開催日時や希望テーマなど、詳しくは問い合わせてください。

申込・問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線339）


